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議
２
日
●
吉
野
川
を
守
る
会
総
会

９
日
●
決
算
審
査
会
／
議
会
全
員
協
議
会

10
日
●
第
４
回
議
会
臨
時
会

15
日
●
成
人
式

28
日
●
例
月
出
納
検
査

28
日
●
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
県
外
視

　
　
　

察
研
修　
　
　
　
　
　
（
〜
29
日
）

30
日
●
行
政
視
察
研
修
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の話題村

会

議
会
活
動
状
況

８
月

村の話題

第
４
回
議
会
臨
時
会

　

８
月
10
日
、
平
成
30
年
第
４
回
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た

内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
補
正
予
算

 

・
議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

　

て

サマーフェスティバル in くろたき

成人式

差別をなくす村民集会
　

7
月
24
日
（
火
）
に
差
別
を
な

く
す
村
民
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
「
人
権
を
確
か
め
あ

う
日
〜
設
定
30
周
年
〜
」
の
節
目

で
も
あ
り
総
勢
85
名
の
方
々
が
参

加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
講
師
に
は
在
日
二
世
の
ソ
ウ

ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
「
新
井

深
絵
さ
ん
」
を
お
迎
え
し
、『
心

元
気
に
〜
一
歩
踏
み
出
せ
ば
風
は

か
わ
る
〜
』
と
題
し
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
身
の
受
け

た
差
別
体
験
や
い
じ
め
の
経
験
を

お
話
し
さ
れ
る
と
共
に
、
心
熱
く

な
る
歌
で
村
民
の
皆
さ
ま
が
一
体

と
な
り
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
空

間
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
音
楽
を
通
し

て
、
元
気
を
い
た
だ
く
と
共
に
、

い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

に
対
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
人
権
・
同
和
問
題

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

8
月
11
日
（
土
）
に
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
く
ろ
た
き

が
や
ま
な
み
ス
テ
ー
ジ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
快
晴
に
も
恵
ま

れ
、
約
６
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

和
太
鼓　

紅
組
の
演
奏
で
幕
を

開
け
、
大
道
芸
、
プ
ロ
レ
ス
、
チ

ア
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
学
天
即
さ
ん
、

宮
川
大
助
・
花
子
さ
ん
の
漫
才
で

は
会
場
が
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

８
月
15
日
（
水
）
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
に
て
平
成
30
年
度
の
成

人
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
平
成
９
年
４
月
〜

平
成
10
年
３
月
生
ま
れ
の
方
が

対
象
で
、
６
名
の
新
成
人
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
辻
村
村
長
が
激
励

の
言
葉
を
述
べ
、
九
鬼
議
長
か

ら
も
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
新
成
人
を
代
表

し
、
井
上
真
之
助
さ
ん
が
「
自
ら
の

意
思
・
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
夢
に

向
か
っ
て
真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
。」
と
力
強
く
成
人
の
誓
い
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
式
後
は
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中

学
校
の
恩
師
の
先
生
方
を
交
え
て
、

同
窓
の
集
い
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
８
月
か
ら
英
会
話
指
導
助
手

に
ケ
ー
シ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、

中
学
校
で
英
会
話
の
指
導
助
手
と
し
て
、

授
業
や
各
種
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

【
ケ
ー
シ
ー
さ
ん
の
自
己
紹
介
】

　
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
黒
滝
村
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
会
話
指
導
助
手
）
と
し
て
や
っ
て
き

た
、
ケ
ー
シ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
で
す
。

ケ
ー
シ
ー
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
か
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
。
24
歳
で
す
。
黒
滝
村

は
と
て
も
美
し
い
村
で
す
ね
。
こ
こ
で
住

め
る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
私
の

趣
味
は
、
魚
釣
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
す
。ど
う
ぞ
、

い
つ
で
も
気
軽
に
私
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。Casey Steven

Anderson（24）

第４回つみ木積み大会村民ボウリング大会

黒滝村白きゅうり品評会
実施結果について（中間報告）

ケ
ー
シ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

さ
ん
着
任
の
お
知
ら
せ

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
運
動
期
間　
９
月
21
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
日
（
日
）

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

交
通
事
故
の
な
い
や
す
ら
ぎ
の
大
和
路

　

づ
く
り

　

〜
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

◆
運
動
の
重
点

 

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

　

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止 

 

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

 

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

 

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

 

・
横
断
歩
行
者
の
保
護
と
正
し
い
横
断

普
通
救
命
講
習
・
患
者
等
搬

送
乗
務
員
基
礎
講
習

　

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
だ

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
、
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
と
人
工

け
で
、
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
と
人
工

呼
吸
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
の

呼
吸
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
の

使
用
方
法
を
習
得
で
き
ま
す
。

使
用
方
法
を
習
得
で
き
ま
す
。

◆
日　
時

◆
日　
時　
1010
月
2727
日
（
土
）

日
（
土
）

◆
場　
所

◆
場　
所　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　

下
市
消
防
署

　
　
　
　
　

下
市
消
防
署

◆
対
象
者

◆
対
象
者　

中
学
生
以
上

　

中
学
生
以
上

◆
費　

用

◆
費　

用　

無
料

　

無
料

◆
定　
員

◆
定　
員　
1010
名

　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

◆
受
付
期
間

◆
受
付
期
間　

　

9
月
2727
日
（
木
）
〜

日
（
木
）
〜
1010
月
2222
日
（
月
）

日
（
月
）

　　

患
者
等
搬
送
事
業
に
従
事
す
る
乗
務
員

　

患
者
等
搬
送
事
業
に
従
事
す
る
乗
務
員

の
方
に
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
及
び
技

の
方
に
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
及
び
技

能
の
習
得
を
目
的
に
し
た
「
患
者
等
搬
送

能
の
習
得
を
目
的
に
し
た
「
患
者
等
搬
送

乗
務
員
基
礎
講
習
」
と
、
そ
の
知
識
及
び

乗
務
員
基
礎
講
習
」
と
、
そ
の
知
識
及
び

技
能
の
維
持
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬

技
能
の
維
持
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬

送
乗
務
員
定
期
講
習
」
を
下
記
の
日
程
で

送
乗
務
員
定
期
講
習
」
を
下
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

開
催
し
ま
す
。

①
基
礎
講
習
（

①
基
礎
講
習
（
2
日
間
の
受
講
が
必
要
）

日
間
の
受
講
が
必
要
）

◆
日　
時

◆
日　
時　

　

1010
月
2727
日
（
土
）・

日
（
土
）・
2828
日
（
日
）

日
（
日
）

◆
場　

所

◆
場　

所　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　

天
理
消
防
署

　
　
　
　
　

天
理
消
防
署

◆
対
象
者

◆
対
象
者　

　

初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
又
は
資
格
期

　

初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
又
は
資
格
期

　

限
切
れ
の
方

　

限
切
れ
の
方

②
定
期
講
習
（
両
日
と
も
定
員

②
定
期
講
習
（
両
日
と
も
定
員
5050
名
）
名
）

１
日
目

１
日
目

◆
日　

時

◆
日　

時　

　

1111
月
１
日
（
木
）

月
１
日
（
木
）

　

午
後
１
時

　

午
後
１
時
3030
分
〜
午
後

分
〜
午
後
4
時
3030
分

◆
場　
所

◆
場　
所　
奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

2
日
目
日
目

◆
日　

時

◆
日　

時　

　

1111
月
２
日
（
金
）　

午
前

月
２
日
（
金
）　

午
前
9
時
〜
正
午

時
〜
正
午

◆
場　
所

◆
場　
所　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　

香
芝
消
防
署

　
　
　
　
　

香
芝
消
防
署

◆
対
象
者

◆
対
象
者　

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又
は
定

年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又
は
定

　

期
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方

　

期
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方

◆
受
付
期
間

◆
受
付
期
間　

　

1010
月
1
日
（
月
）
〜

日
（
月
）
〜
1010
月
1717
日
（
水
）

日
（
水
）

　

平
日　

午
前

　

平
日　

午
前
8
時
3030
分
〜
午
後

分
〜
午
後
5
時

◆
お
問
合
せ
先

◆
お
問
合
せ
先　

　

下
市
消
防
署　

☎
５
２
‐
２
２
９
９

　

下
市
消
防
署　

☎
５
２
‐
２
２
９
９

普
通
救
命
講
習

普
通
救
命
講
習

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習
・

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習
・

定
期
講
習

定
期
講
習

　　

７
月
27
日
（
金
）
吉
野

ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル
に
お
い

て
、
村
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
普
段
顔
を

合
わ
せ
な
い
人
と
の
交
流

も
あ
り
、
た
い
へ
ん
和
や

か
な
雰
囲
気
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

8
月
5
日
（
日
）
や
ま

な
み
ス
テ
ー
ジ
に
て
、
第

4
回
つ
み
木
積
み
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
片
手

だ
け
で
大
き
さ
の
異
な
る

積
木
を
積
み
上
げ
る
こ
と

に
皆
さ
ま
苦
戦
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
年
度
は
48
名

の
方
が
参
加
さ
れ
優
勝
者

に
は
盾
と
村
内
で
利
用
で

き
る
黒
滝
村
商
品
券
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
滝
白
き
ゅ
う
り
の
生
産
振
興
を
図
る

た
め
、
立
毛
品
評
会
の
圃
場
審
査
が
７
月

3
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
村
農

業
委
員
会
、
奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務

所
及
び
村
が
行
い
、
出
品
応
募
の
あ
っ
た

17
戸
の
採
点
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
量
実

績
に
よ
る
採
点
を
加
え
、
９
月
28
日
（
予

定
）に
受
賞
者
の
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

※
立
毛
品
評
会
と
は
、
農
作
物
が
ま
だ
田

　

畑
に
生
育
し
て
い
る
状
態
で
、
審
査
員

　

が
そ
れ
ぞ
れ
の
田
畑
に
出
向
い
て
審
査

　

し
優
劣
を
判
定
す
る
品
評
会
で
す
。 

第3位　玉田 正　優勝　乾 邦彦　準優勝　上中 久利
（敬称略）

村の話題
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第４１回黒滝村農産物品評会　出品物募集
　平成３０年度の黒滝村主催の農産物品評会を次により実施しますので多数出品してください。
◆品評会の日程
 ・期　日　　１１月９日（金）
 ・会　場　　黒滝村歯科診療所前駐車場
◆出品物の区分、数量

◆出品要領
 ・出品物は、１１月９日（金）午前７時３０分から午前８時３０分までに会場に搬入し、係　
　員の指示する場所に配列してください。
 ・出品物は、一品ごとに品目、数量及び住所、氏名を記載した名札を付けておいてください。
 ・出品資格は、黒滝村内在住者とし、出品物は自家生産のものとします。
◆出品物の審査
 ・出品物は審査の上、成績優秀なものを表彰します。また、出品者に参加賞を交付します。
 ・数量不足等出品規格に適合しない場合は、審査の対象としません。
◆出品物の即売
 ・出品物は、品評会当日午後１時から希望者に即売します。
※売上（即売代）金は、黒滝村善意銀行に預託します。
◆表彰
 ・日　時　　１１月２９日（木）午前９時から
 ・場　所　　黒滝村役場
◆お問合せ先　企画政策課　

【橿原国際卓球大会に黒滝村の子ども達が招待されました！】

地域おこし協力隊の部屋 Vol. 23
今月のテーマ

　

奈
良
県
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と
一

体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
村
で
以
下
の
取
組
を
連
携
し
て

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 〈
相
談
会
①
〉

●
日
時　

　

10
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

　

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館

 〈
相
談
会
②
〉

●
日
時

　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

　

王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

●
日
時　

　

10
月
11
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

●
場
所

　

奈
良
商
工
会
議
所

◆
内
容

休
日
・
夜
間
労
働
相
談
会

　

な
お
、
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合

は
村
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
屋

外
広
告
業
を
営
む
場
合
は
奈
良
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
設
置
の

際
は
、
必
ず
登
録
事
業
者
に
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
近
年
、
屋
外
広
告
物
が
原
因
と

な
る
自
己
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
安
全

確
保
の
た
め
に
も
屋
外
広
告
物
の
定
期
的

な
点
検
を
し
、
安
心
安
全
の
村
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
屋
外

１
．
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
屋
外

　
　

広
告
物
の
追
放

　
　

広
告
物
の
追
放

２
．
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
及
び
屋

２
．
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
及
び
屋

　
　

外
広
告
物
制
度
の
周
知
・
啓
発

　
　

外
広
告
物
制
度
の
周
知
・
啓
発

３
．
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
際
す
る
安

３
．
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
際
す
る
安

　
　

全
管
理
の
徹
底

　
　

全
管
理
の
徹
底

７ 広報くろたき　No．435

　日本と中国の小・中学生が交流する「第一回橿原国際卓球大会」が８月１３日に橿原市
で開かれ、黒滝村の子どもたちが招待されました！撮影の為に同行した僕も卓球界のスー
パースターである王

ワン・ナン

楠さん・福原愛さんとちゃっかりお会いすることができました！本当
に感激です！！
　実は王さんをはじめとする中国の選手達は、今夏、大会に向けた強化合宿を黒滝村で実
施されており、今回の大会への招待はそのご縁から生まれたものです。お二人との記念写
真だけでなく、公式Ｔシャツへのサインも頂くことができました！この交流を機に黒滝村
でも卓球がより親しみ深い競技になったのではないのでしょうか。

（白石隊員）

村の子ども達と村の子ども達と
福原愛さん、福原愛さん、王王

ワン・ナンワン・ナン

楠楠さんさん メッセージ入りメッセージ入り
サインＴシャツサインＴシャツ

黒滝村での中国人選手達の黒滝村での中国人選手達の
強化合宿にて強化合宿にて

９
月
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間

　

弁
護
士
、
大
学
教
授
な
ど
の
「
公
益
委

員
」、労
働
組
合
な
ど
の
「
労
働
者
委
員
」、

会
社
役
員
、
企
業
経
営
者
な
ど
の
「
使
用

者
委
員
」
の
３
名
の
労
働
委
員
会
委
員
が

相
談
員
と
な
り
、
労
働
条
件
そ
の
他
労
働

関
係
に
関
す
る
相
談
（
募
集
採
用
な
ど
の

相
談
は
対
象
外
）
を
お
受
け
し
ま
す
。
一

人
30
分
程
度
で
す
。

◆
費
用　

無
料
（
全
会
場
）

◆
対
象

　

①
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者

　

②
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
事
業
主

◆
お
申
込
み

　

全
会
場
と
も
予
約
が
必
要
で
す
。

　

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

　

☎
０
７
４
２
‐
２
０
‐
４
４
３
１

【
休
日
相
談
会
】

【
休
日
相
談
会
】

【
夜
間
相
談
会
】

【
夜
間
相
談
会
】

　

職
場
の
お
悩
み
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
お
悩
み
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税等の納期

１０月１日（月）

固定資産税　　   第３期
国民健康保険税   第３期 
介護保険料　　   第３期
後期高齢者医療   第３期

忘れずに
納付しましょう！
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毎月１１日は

【人権を確かめあう日】
です

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　旧中学校図書コーナーには約５，３００冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしど
しご利用ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
　　ください。

■ 今月のおすすめ
（詩集）DUET OF COLORS ／マーマド・イスマイル＆よし（詩集）DUET OF COLORS ／マーマド・イスマイル＆よし
の　みえこ　著　すみくら　まりこ　訳の　みえこ　著　すみくら　まりこ　訳

人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

図
書 室 だ よ り

　アゼルバイジャン共和国のマーマド・
イスマイル氏と吉野郡出身のよしのみえ
こ氏、東西の詩人による日英バイリンガ
ル詩集です。
　同じテーマを与えられた二人。一方が
自然の美しさを詠めば、一方は心の模様
を詩にします。国も性別も感性もまるで
異なる二人が詩を通じて響き合う、彩り
の二重奏をお楽しみください。

　ごみを出す時にはマナーを守ることが必要とされています。
多くの皆さまは、きちんとマナーを守りごみを出してくれてい
ます。しかし、一部では分別されていないごみがあり、収集で
きない現状が見うけられますのでご協力をお願いします。

「分ければ資源、混ぜればごみ」「分ければ資源、混ぜればごみ」

◆資源ごみ１類◆資源ごみ１類
飲料用の缶・びん・ペットボトルとなります。
中身をすすいで出してください。
※飲料以外のものはもえないごみで出してください。

　・燃えるごみ袋の中に、鉄線や空き缶等の燃えないごみを
　　入れないでください。
　・金属製・金属を含むものは、燃えないごみ袋に入れてく
　　ださい。

◆資源ごみ２類◆資源ごみ２類
紙パック・ダンボール・雑誌・新聞・食品トレイ・発砲スチロー
ル等となります。中身を残さないで洗って出してください。
※汚れているものはもえるごみで出してください。　

　環境美化に努め、より快適な生活を送るため、今一度皆さま
のご協力をお願いします。
◆お問合せ先　住民生活課

ごみを出すときのおねがいごみを出すときのおねがい

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

家
族
介
護
者
交
流
事
業

の
参
加
者
募
集

　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
や
認
知
症
の
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、

介
護
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
介
護
者
間
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
日　
時

　

10
月
25
日
（
木
）  

正
午
〜
午
後
2
時

◆
場　

所　

森
の
交
流
館

◆
内　
容　

　

昼
食
（
懐
石
）
を
食
べ
な
が
ら
、
介
護

　

者
の
交
流
や
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で
、
要
介
護

　

者
及
び
要
支
援
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

　

い
る
方
で
、
村
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　

る
方
。

◆
個
人
負
担
金　

５
０
０
円

◆
定　

員　

先
着
10
名

◆
募
集
期
間

　

9
月
５
日
〜
9
月
20
日
ま
で

◆
お
申
込
み
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

　

※
当
日
、
送
迎
が
必
要
な
方
は
申
し
込

　

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

9
月
は
健
康
増
進
普
及

月
間
で
す
！

「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

〜
健
康
寿
命
の
延
伸
〜
」

○
統
一
標
語

〜
黒
滝
村
は

　
　
　

健
康
く
ろ
た
き
21
を

　
　
　
　
　

推
進
し
て
い
ま
す
〜

結
核
予
防
週
間

　

毎
年
9
月
24
日
〜
30
日
は
、
結
核
予
防

週
間
で
す
。

 
・
せ
き
が
2
週
間
以
上
続
く

 

・
痰
（
た
ん
）
が
出
る
。

 

・
急
に
体
重
が
減
る

 

・
か
ら
だ
が
だ
る
い

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
い
た
ら
、
結
核

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
核
を
疑
わ
せ
る
症

状
が
あ
る
時
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
結
核
が
増
え
て
い
ま
す
。
65

歳
以
上
の
方
は
年
に
1
回
、
結
核
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
合
せ
先

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
０
７
４
７
‐
６
４
‐
８
１
３
２

82018 年 9月号

◆
入
札
日　

７
月
25
日

入
札
結
果 

県
単
林
道
改
良
工
事

○
落
札
者　

大
七
建
設
株
式
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

６
，
４
２
６
，
０
０
０
円

○
工

期　

平
成
30
年
10
月
31
日
ま
で

黒
滝
村
非
常
食
等
購
入
事
業

（
地
区
集
会
所
用
）

○
落
札
者　

株
式
会
社
ホ
ウ
ワ

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

　
　
　

１
，
０
７
３
，
１
９
６
円

○
納
入
期
限　

平
成
30
年
９
月
末
日

生
活
習
慣
病
は
日
常
生
活
と
深
く
関
連
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

「
運
動
習
慣
の
定
着
」や「
食
生
活
の
改
善
」

な
ど
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

一
人
一
人
が
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

健
康
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章

　発行　黒滝村役場　　　〒 638-0292　　吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（８月１日現在）

　　男　　３４３人　　（－３）
　　女　　３７６人　　（－１）
　　計　　７１９人　　（－４）
　　世帯　３６２世帯　（－４）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会　　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034

観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。ので、ぜひご視聴ください。

女子職員会　県外視察研修報告
　黒滝村女子職員会では、６月21日（木）、７月７日(土 )の２
班に分かれて三重県度会郡にある「アースラブ日本」を訪れ、生
ごみ処理についての視察研修を行いました。
　生ごみの量が減れば、ごみも紙類等だけになり、ごみ置き場に
持っていくのも軽くなって、ごみ袋購入量も減るのではないかと
考え、生ごみが約20分で土に還る実験を視察し、お話を聞いて
きました。
　このアースラブ堆肥（再資源化物）は生ごみの減量化と消臭、
家庭菜園などの堆肥としても使用することができ、畑の融雪材と
して活用している方もいるそうです。また、堆肥の販売価格の補
助を行っている自治体もあります。女子職員会でも、アースラブ
堆肥で生ごみ処理の実験を始めました。今すぐに村内で取り入れ
ることは難しいですが、今後も実験を続け、これ以外にも、何か
住民の皆様に還元できることを検討していきます。

職員紹介　樋
ひ ぐ ち

口　裕
ゆ う こ

子
●保健師になったきっかけ
　人の身体と病気のことを、一度きちんと
勉強してみたかったので看護大学に入り直
し、そこで先生から勧められたから。
●趣味
　一人で海外放浪　買い物　映画
　Ｋ－ＰＯＰのライブ

●特技・自慢
　国文法　英語　スペイン語
●前職
　塾講師（国・英・数）
●５ヶ月働いての感想
　村の人にとてもよくしていた
だいています。やりがいのある
仕事です。

●ごあいさつ
　黒滝村の保健師として、住民
の方々に寄り添いながらもっと
村のことや住民の方々のことを
学ばせていただき、皆さまの健
康を増進していけるよう、がん
ばりたいと思います。よろしく
お願いします。

平成３０年４月１日採用


